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本書の趣旨

今回、特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議（「研究会議」）は、これ
まで行ってきた瀬戸内海の環境に関する研究成果に基づき、「きれいで豊
かな瀬戸内海」の実現に寄与するための知見と提言をとりまとめ、書籍と
して刊行しました。

本書は瀬戸内海が主たる対象海域ですが、環境制度の変遷、水質・栄養
塩類管理、生態系応答、海洋プラスチック、環境教育、ブルーカーボン、
人文社会科学的評価を総合的に整理した内容となっており、他の閉鎖性海
域や沿岸海域にも共通する事項を含み、瀬戸内海に限らずどの海域におい
ても十分に役立つものと考えます。研究者、自治体職員、大学院生に必携
の資料であり、全国の図書館や研究機関での利用に資する内容です。
1973年に瀬戸内海環境保全臨時措置法（1978年に瀬戸内海環境保全特別
措置法に改正；以下、瀬戸内法）が制定されて50年余が経ちました。この
間に、瀬戸内海を巡る状況は、地球温暖化を背景にした水温上昇の顕在化
と栄養塩類濃度低下、それらが生態系と水産資源に及ぼす影響などを含め
て大きく変化しています。それに対応して、瀬戸内法は2015年に「きれい
な海」を目指した規制中心の従来の水環境行政から、「豊かな海」を目指
した管理に大幅に方向を変えることが明記されました。
これに伴い、国の瀬戸内海環境保全基本計画（2015）では、「沿岸域の
環境の保全、再生および創出」や「水産資源の持続的利用の確保」などが
新たな目標として掲げられました。さらに、2021年には瀬戸内法が部分改
正され、基本計画を含む体系としては、栄養塩類管理や海洋プラスチック
ごみへの対応がより具体化され、「瀬戸内海の水質改善」から「地域の実
情に応じた里海づくり」へと大きく転換され、「きれいで豊かな海」を目
指すことになりました。

本書は、そのような変化に対応する内容となっています。本書の構成は、
大きく、テーマ別の第1－第7章の本文と各章の中でトピックやキーワード
を扱ったコラムからなっています。各章中の本文では、具体的な研究の成
果や紹介される考え方や提言の根拠を重視しました。一方、コラムは読み
物としても楽しめるものを目指したつもりです。各章の最後には、その章
のテーマに対する提言がとりまとめられています。

本書をとおして、研究者、自治体職員、大学院生の皆様が「きれいで豊
かな瀬戸内海」に対する全体的な理解が深まり、問題解決に対する具体的
なイメージが湧くことを期待いたします。

なお、「きれいで豊かな海」の関連要因は極めて多様で因果関係も複雑
なために具現化は容易ではなく、各論については検討中や試行錯誤中が少
なくありません。また、科学、行政といった単独分野の対応で実現できる
ものではなく、科学と政治と地域社会などのこれまでになかったレベルで
の協働を視野に入れる必要があります。これらの点については、研究会と
して引き続き解決を図っていく所存です。
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